
第22章藍住分場における研究

(昭和27年6月～昭和46年6月）

第1節研究の変遷

養蚕の衰微に代って登場した板野郡の野菜栽培

も戦争の激化によって中断したが，戦後の食樋危

機も回避され，昭和24年の作付統制撤廃とともに

各種野菜の栽培が再開された。 しかし，当時は野

菜の種苗も雑ぱくであり， また技術的にも遅れて

いたため，当時の藍園村を中心に野菜の研究機関

を誘致しようとする機運が高まり， これに応えて

昭和27年6月に農事試験場藍園蔬菜試験地が設立

され， 12月1日に落成式が行われた。

昭和46年6月，農業試験場の石井町への移転新

築に伴い，吸収合併され，僅か18年6か月の期間

であったが，特徴ある研究を行い，徳島県の野菜

振興に貢献したばかりでなく，専門誌に数多くの

業績を留めている。

開設当初は当地方の特産野菜であったナス， ｜、

マトなどの品種比較試験や一代雑種の優良品種の

育成を目指して各地から集めた品種や系統間でF】

検定を行ったり，当時新資材として登場した生長

抑制剤であるMH-30や堆肥鉢の実用化試験など

も行っていたが， 30年頃から試験も本格化した。

まずナス，キュウリなどの早採り栽培にビニール

フイルム，ポリエチレンフイルムをトンネル型に

被覆して保温し，定植期を早め，収穫期を前進し

ようとするトンネル栽培の試験が始まり， これと

関連して従来の露地栽培ではみられなかった落花・

奇形果の防止のための2,4-Dの処理試験を実施

し，これらの結果を直ちに現場に普及した。また

従来見られなかった畑作除草剤が登場し， タマネ

ギの除草剤として実用性が検討されたのが30年で

あった。

当時は野菜の品種も少なく， また供給も不安定

であったため採種組合を結成し、 スイカ， キュウ

りなどの採種を行い， 30年から3年間農協を通じ

て農家に販売している。

イチゴ「芳玉」の育成が行われたのが昭和31年

であった。当時，本県には促成イチゴの栽培は行

われていなかったが，今後の新品目として，福羽

に代る栽培しやすい品種を目標に育成されたが，

トンネルからハウス栽培などの新しく開発された

栽培型に利用され，徳島イチゴとして大阪市場を

風廃した。

「阿波沢庵」と並んで徳島県の加工野菜の代表

はシロウリである。 とくに産地が板野郡板野町が

中心であったことからシロウリの品種改良が始ま

り， 34年に「阿波みどり」を育成している。また

当時県内にはほとんど栽培が行われていなかった

が，食生活の変化に対する今後の新しい野菜とし

てこの年からハナヤサイ，セルリーなどの西洋野

菜の試験が開始された。

昭和30年代からはじまったトンネル栽培がしだ

いに大型化し，内部でも作業ができるようになり，

ハウスの形態となったのが昭和35年頃であり，県

内でも各地にナス， キュウリ， トマト， ピーマン

などのハウス栽培が開始された。このため当場で

はナスのハウス栽培技術を中心にキュウリ， ピー

マンなどのハウス栽培品種適応性試験を開始して

いるが，ハウスの固定化に伴って，連作障害の

発生が多くなり， この対策としてのナス， キュウ

リの接ぎ木試験が行われた。このような連作障害の

発生は各地でも問題となI), この対策や近代化，

省力化をキャッチフレーズに登場したのがれき耕

栽培である。

本場に続いて昭和38年には藍住分場にも施設が

完備し，本場との連けいのもとにナス， トマトの
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となったが，鴨島町，市場町などのナスも対象に

暖房機を導入した促成栽培の試験と並行して半身

萎凋病対策試験を実施した。またイチゴでは久し

ぶりに早出し用の品種が育成されたので，当地で

の適応性を検討するとともに芳玉の半促成栽培技

術を確立した。これによって従来徳島市場だけを

対象としたイチゴ栽培も大阪出荷が行なわれるよ

うになり急激に面積も拡大した。

昭和43年頃になると洋ニンジン,冬どi)レタス，

カリフラワーなどの産地の動きが活発化したので，

栽培型別の適品種の選定．管理法などについての

試験を実施して対応した。

昭和46年6月，石井町へ移転した本場園芸科へ

引継がれて， 18年間の試験研究を終えたが，試験

研究成果は現在においても現地で利用され， また

現地の技術の基礎技術としてさらに発展している

ものもあI) ,設立に際し期'待された役割と責務は

十分果したものと思う。

栽培法や培養液の濃度および温度管理についての

試験を実施した。またこの施設は農業構造改善事

業にもとI)あげられ，昭和41年には全県下で5ha

以上の施設が建設されたが，疫病などの特定病害

の発生が多く完全防除ができなかったことや培養

液の濃度管理が煩雑で労力や経費を要すること，

また厳寒期に収量があがらなかったことなどから

5～6年でこの栽培法は消滅した。

このような施設栽培の動きに対して板野郡板野

町，藍住町などでは施設栽培が減少し，加工用の

シロウリ， キュウリが急増し，冬どりレタス， ト

ンネル洋ニンジンなども増加のきざしが見え始め

ていた。しかし， シロウリ， キュウリの増加は連

作障害の発生を助長し， この対策として接ぎ木栽

培試験を実施した。この結果は顕著であり，病害

の回避のみならず，草勢の強化によって著しい増

収効果をあげたちまち全地域に普及した。

40年代になると当地域のハウス栽培はナスだけ
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1 ．イチゴ

（1） 品種比較

試験地発足と同時に各地から代表的な14品種を

集め昭和29年から露地栽培で品種比較試験を行い，

当地方に適する品種を検討した。久留米8～14号，

長寿などの品種も含まれていたが，幸玉が生育，

収量，品質ともに優れており， また加工適性もあ

り，有望と認められた。 また昭和40年に当時促成

用として新しく育成された7品種を紅鶴を対照と

して比較検討した。果実の大きさ収量，食味，奇

形果の発生の多少などについて調査したが，促成

4号が最も優れていた。この品種は「はるのか」

と命名されハウス促成用として栽培されたが，芳

玉の促成栽培技術の確立にともない，本県での栽

培はしだいに消滅した。

（2）芳玉の育成

徳島県でも静岡県，神奈川県から福羽を導入し

て促成栽培が試みられたこともあったが，苗がほ

とんど越夏しないことから耐暑性のある早生品種

を育成しようと，昭和28年から福羽を親とし他品

種との交配を行ったが，福羽の自然交配実生株か

らほぼ目的に近い系統を選抜し、昭和31年に「芳

玉」と命名した。収穫期は福羽と同程度，果I色は

野
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鮮明で光沢があり食味は非常によい。当初はひな

段式で栽培されたが，その後は|､ンネル栽培にな

り，昭和40年になってハウス栽培となり面積も急

に増加した。昭和42年にはじめて大阪市場に出

荷されるようになり当時大阪市場を独占していた静

岡県の福羽を完全に駆逐した。

昭和47年より12月下旬出荷始めの促成型に移行

し， 1～3月の大阪市場の30％を占有し，名実と

もに徳島イチゴの地位を確保した。昭和50年代当

初は県内でも約150haの栽培面積をもち,95%が芳

玉で占められ，昭和55年には約30億の販売額をあ

げている。その後他県より新品種の導入があり，

芳玉の面積も減少しているが，大阪市場で徳島イ

チゴの名声を博したのもこの品種に負うところ大

である。

その後の研究でイチゴに休眠のあることがわかり，

休眠が醒めてからビニール被覆を行う栽培型を半

促成栽培と呼ぶようになったが，芳玉の休眠は11

月下旬に醒めるためこの栽培型も後から半促成栽

培と呼ばれるようになった。イチゴのハウス栽培

の基本型である。

2．ナ ス

（1） トンネル栽培技術の確立

藍住地方は早熟ナスの産地として知られたとこ

ろであるが， ビニールが出始めた当時，ナスの早

どI)栽培にビニールが利用できないだろうかとい

うのが生産者の望みであった。このため，昭和30

年よりビニールをトンネル型に被覆してこの中に

ナスを植え，早どりのための実験を開始した。先

づ3月下旬から順次定植してみると早植えほど草

勢はおう磯となる反面，落花が多く，早植え必ず

しも早どI)とはならない。またトンネル内は露地

に比べて夜間は2～3℃くらいしか高くないが日

中は40℃～50℃にもなI) , そのまま放置すると大

部分が落花したり奇形果となるが， 30℃以内にな

るように換気すれば落花や奇形果が少なくなるこ

ともわかってきた。さらに， ビニールトンネルに

夜間コモかけを行うと2℃くらい高く， また電熱

線を埋設して通電したり，二重トンネルにすると

さらに夜温も高まり，早く定植できるが， ビニー

ルトンネルだけによるばあいの定植時期は4月上

旬頃が適当で，露地植えより20日程度早植えでき

る。また品種として橘真が適当であるなど栽培技

術の概要を明らかにした。

（2） ハウス半促成栽培技術確立

トンネル栽培はしだいに大型化し，昭和35年頃

には内部でも作業の可能なハウス形式となったが，

さらに保温性を高めたり作業性をよくするためハ

ウ･スは大型となI) ,昭和38年頃にはハウス内を多

層被覆化して，定植期も2月中～下旬となった。

しかし，従来の早熟栽培と同様な苗が使用されて

いたため早期定植に耐え，不良環境下においても

生産力を発揮する苗質について昭和39年より検討

を始め，従来のような老化苗でなく，やや乾燥気

味の適温下で育苗した80日程度の若苗が活着もよ

（3）芳玉のトンネル栽培技術確立

ひな段式の早どり栽培に代る方法として平床に

トンネル型にビニールを被覆した早どり方法が先

進地で他品種を使用して行われるようになったの

で,芳玉についての試験を昭和33年から実施した。

トンネル栽培で問題になるのはビニールの被覆開

始時期であるが,収穫期は早がけほど早くなるが，

逆に草勢が弱く収量も少なくなる。収椣期はやや

おくれるが，最も草勢が強く多収であったのは1

月15日の保温開始であり， この時期をビニール被

覆適期と認めた。このトンネル栽培は徐々に増加

し， 30年代はこの作型で徳島市場に出荷された。

（4）芳玉の半促成栽培技術確立

芳玉がトンネル栽培からハウス栽培に移行した

のは40年代に入ってであるが，当時のハウス栽培

はトンネル栽培よりやや早めの12月中～下旬頃の

ビニール被覆で3月上旬からの収穫であった。 し

かし， さらに早期のビニール被覆で早どりが可能

かどうかを検討するため11月上旬より順次ビニー

ル被覆を行い早どり効果を検討したも芳玉では'2

月上旬以後のビニール被覆で草勢がよくなり’ 12

月上旬被覆で1月下旬の収穫始めとなる。また宝

交早生では12月下旬以後のビニール被覆で草勢が

良く， 2月下旬の収穫始めとなるなど品種によっ

てビニール被覆適期に差のあることが明らかとな

った。この作製は当時準促成栽培と呼ばれたが，
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第1表ナスに対する2，4D－の開花前処理による機度試験 2, 4-D(アミン塩), }

マトトーンに防止効果が

認められたが，果の肥大

などの点より2,4-Dが

優れており， 3～5万倍

の希釈液に開花5～7日

前のつぼみを没演するこ

とによってほぼ完全に防

止できることが明らかと

なった。その後新しく発

売されたトライロンにつ

いて昭和39年に実用性を

検討した。開花前のつぼ

み浸演，葉面からの全面

散布についての効果は期

待できなかったが，開花

当日の花柱散布の効果は

高かった。その後トンネ

ルからハウスになり，定

植期も早まって，長期に

わたってのつぼみ浸演は

非常に労力を要するので

葉而散布についての効果

や処理法を昭和36年度か

ら検討した。

濃度 立
口１立

口Ｉ 立
ロＩ 倍

100，000
無処理

10，0()(） 25，000 5(),0()0項目～

収種果数

収穫穫日数

平均果重(9)

1日平均肥大重(9)

果 梗 長(cm)

果 長(〃）

果 径(〃）

径／長×100

1蕊果形

艫亀裂果

目

75

17.1

74．7

4~42

6．9

12.4

4．3

34．8

91

13~4

78．0

5．90

7~4

12~4

44

352

87

15.3

81. 1

5．36

7．3

12．4

4~5

36~1

86

17．7

782

4．46

6．9

11．8

4．4

36．6

83

21‘3

76．25

355

68

11．6

4．4

37．9

63

17

3

3

0

0

3

2

15

０

５

０

７２

９

０

８ ７

０

０

７

１

３

３

０

８

１

０

０

１

１

１

２

４

０

６

１

１

０

３

１

４

２

２

８

７

１

６

１

２

罹病果数

落 果 数

２

０

１ ５

０

２９

０

３

０

２

播種12月25日、定植4月6日ビニールハウス(3m×1.5m×18m)に

定植｡、

各10株第2～11花の10花宛，計100花につき調査。

亀裂果lは1cm未満3は3cm以上, 2はその中間。

罹病果はボトリチスによる被害。

註 1）

2）

3）

4）

〈，草勢維持の容易なことを明らかにした。また

ハウスの大型化に伴う固定化によって連作障害と

して半枯病が多発するようになったので接ぎ木に

ついて検討し，アカナス台木でほぼ完全に防止で

きることや，接ぎ木栽培では草姿が異ってくるた

め定植本数や整技法についても検討し, 10aあた

I)2,000本程度の3本仕立て力最も多収となった。

さらに接ぎ木ナスの温度管理としては無接ぎ木に

比べやや高温を必要とし，最低12℃くらい必要な

ことなど半促成接ぎ木ナスの栽培技術を確立した。

（3） ホルモン剤利用による落花，奇形花の

防止

ナスのトンネル栽培において最も問題になった

のは落花，奇形果の防止であった。このため昭和

34年より2,4-D,ナフタレン酪酸， トマトトー

ンなどを使用してこの効果を検討した。

開花前のつぼみを所定の液に浸潰した結果では，
2, 4-D全而散布による薪果効果
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特に低温期や定植直後の若苗には薬害の発生が

多くて利用できないが， 2番花の開花期となると

2,4-D(アミン塩) 25～30万倍希釈液を葉面が

湿る程度に散布することによって80％程度の効果

がある。また1回散布の効果は10日くらいあるの

で， 10日間隔の散布によって連続効果を持続でき

るが，薬害が発生した場合はハウスを高温管理す

ることによって軽減できることなどの処理技術を

確立した。その後発売されたトマコンについての

実用性を昭和42年度に検討したが，つぼみ浸液処

理では50倍で2, 4-D3万倍と,また全面散布につ

いては300～500倍で2,4-D30万倍と同等の効果

を示した。

大き過ぎることや形が崩れやすいなど最近の嗜好

にあわない点で泉州などの品種に替ってきたが，

品質を重視する高級品では依然として阿波みどり

が要望され，現在でも採種が行われ，種苗協会を

通じて販売されている。

（2）接ぎ木栽培技術

シロウリの栽培面積増加に伴って休栽期間が短

くなったり連作を余儀なくされて土壌病害の発生

が多くなり， この対応が要望されるようになり，

昭和40年より接ぎ木による回避試験を実施した。

3．シロウリ

（1）阿波みどりの育成

徳島県にシロウリが導入されたのは昭和のはじ

めであるが，当時は面積も少なかった。その後戦

時中に一時中断したが，昭和35年にすでに46haの

栽培が再開されており，昭和30年頃から急激に墹

加し,最も栽培面積の多かった昭和46年には453ha

の栽培が行われ，全国一の奈良演原材ウリの生産

が行われていた。

シロウリの連作障害

各地から台木用のカボチャ，ユウガオの品種を集

めて検討した結果，新土佐南瓜が最も適当と認め

られたが，シロウリの接ぎ木で最も問題になるの

は親和性であり， この不親和は生育中期の幼果の

肥大期頃から急激に萎凋・枯死するのが特徴であ

り，接ぎ木による活着率や幼苗期だけの生育では

親和性の検定は困難と認められた。

その外接ぎ木方法や栽植密度，施肥法などにつ

いても検討を行い，着及に移したが，つる割病，

つる枯病などの土壌病害の防除だけでなく，長期

阿波みどり

しかし，当初は収溌も低く，特に品質の揃いが

悪かったため品質の統一を計画し，県内各地から

優良とみられる系統を集めて比較検討し，岐も優

れていた岡田系をさらに系統分離し最も優れてい

た1系統を「阿波みどり」と命名した。奈良減の

品質が特に優れていることが特徴であるが、形が
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にわたって草勢の維持が可能となり， 20～30％の

増収効果をあげている。需要の減退から昭和57年

度130haにまで減少したが,すべてこの接ぎ木栽培

が実施されている。

（3）新薬剤のうどんこ病防除効果

シロウリに発生の多いうどんこ病に対する新薬

剤の防除効果を知るため， カラセン，水和硫黄外

10種類の薬剤について昭和32年より2年間検討を

行った。最も効果の高かったのはカラセン109,

水101であり，べと病と同時発生のばあいはダイ

セン259の混用液の効果が高かった。また当時べ

と病に利用されていた三共ボルドーの混合液はカ

ラセンによるうどんこ病の防除効果を低下させた。

カラセンは盛夏期の高温時の散布は薬害の発生の

おそれがあるが， うどんこ病防除の主要薬剤とし

て長期間利用された。

ら使用されていたボルドー液との効果を比較検討

した。べと病，炭そ病について調査したが，いず

れの薬剤も発病始期は無散布区に比し5～6日遅

く，散布区は被害甚になる時期は無散布区に比し

10日以上遅く，最も遅かったのはダイセン，続い

てザーラム，ボルドー液，三共ボルドーの順とな

I) ,ダイセンが最も効果が高く， また生育，収量

ともに優れており，ベと病，炭そ病の代表薬剤と

して使用されるようになった。

5．ハクサイ

（1）春播ハクサイの栽培法

昭和28年当時一般には栽培されていなかったが，

当地方での栽培が有望と認められたので，展示を

兼ねて播種期，育苗法，有望品種などについて試

験を開始した。 2月6日播は100日前後,3月6日

播は85日前後で収穫期となり， 2月播種も可能で

あった。 2月6日播種の40日育苗は抽だいが心配

されたが，実際上問題はなくかえって多収となっ

た。また品種としては野崎春播1号が収穫期が早

く品質面でも良好であった。この栽培法は徐々に

増加したが， トンネル栽培によって収穫期が早く

なってから急激に増加し，現在も栽培が続けられ

ている。

（2）秋播ハクサイ品種比較

当地はハクサイの栽培が多かったため絶えず新

しい品種を導入して展示を兼ねて比較試験を行い，

有望品種の選定を行った。昭和34年の試験では野

崎交配2号，平塚1号などが有望品種として登場

し， 38年には大関，王将が， また昭和45年には無

双，金将，横綱l～2号が選定されている。従来

固定種であった品種が昭和35～36年頃より自家不

和合性の一代雑種に代I)揃いが良く栽培もしやす

くなった。

4．キュウリ

（1）加工用キュウリの栽培技術

加工原料用シロウリの栽培と並行して急激に面

積が増加したのは加工用キュウリの栽培であって，

板野町,藍住町などを中心に昭和40年当時150haの

栽培が行われていた。従来この栽培に対しては台

湾毛馬や四葉などの品種が使用されていたが当時

これらの品種を親にした優良品種が相次いで育成

されたので昭和40年より5年間，品種の特性調査

と併せて栽培法を検討した。加工適性については

食品加工試験場に依頼した。この結果，さちかぜ，

近成四葉，近成山東などが加工適性もあり，収量

も従来のものより高く，優良品種として栽培基準

にも採用した。またこれらの品種は10aあたり600

本程度の栽植密度とし，網支柱とすることによっ

て品質の向上ばかりでなく多収椣となI),現地に

も普及した。

(2) キュウリのべと病，炭そ病に対する新

薬剤の効果
6．ニンジン

（1）金時ニンジン品種比較

昭和30年代までの本県は金時ニンジンの産地で

あったが金時ニンジンは，採種地によって形質が

異るため，昭和34年に予選を行い良好と認められ

昭和29年当時， キュウリの病害防除薬としてダ

イセン，三共ボルドー，ザーラムなどの新薬剤が

販売されるようになったので露地早熟栽培のキュ

ウリについてそれぞれの薬剤を散布して，従来か
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たし11系統を昭和35年に再度比較検討した。 1月 まれている。

25日の調査で最も良好と認められたのは中生本紅

金時と早太り博多大型金時であり，当地域の代表 7． レタス

品種として栽培されたが， その後しだいに洋ニン

ジンに代った。 藍住試験地では食生活の変化を見越して昭和32

年レタスの春播トンネル栽培の試験を開始した
（2） 4～5月どり洋ニンジンの栽培技術

が，当時は一般の関心もなく，展示に終っていた。

金時ニンジンが30年代後半から逐次洋ニンジン しかし40年県内でも4haの栽培が行われ， さらに

に代り，昭和40年にはすでに30haのトンネル栽培 産地化の機運が高まっていた。このため，当時の

が石井町，国府町中心に行われていた。 しかし， 栽培で問題になっていた，冬どりトンネル栽培の

当時はまた収量も低くまた収穫期を早めるよう市 品質低下対策についての試験を開始した。当地で

場からの要請もあったので昭和39年より品種比較， は9月1日播では12月中～下旬の収穫となりトン

播種期，被覆保温責材など早どり品質向上のた ネル不要であるが9月5日播では1月上旬～2月

めの試験を開始した。品種としてはチャンテネー． 上旬の収穫となり， トンネルによる防寒が必要で

インフ｡ルーブドが収穫期も早く，品質も優れてい ある。しかし9月I10日以後の播種では，ビニール

た。また， 11月下旬～12月上旬の播種で保温性の だけの保温では温度不足で結球は不十分であり，

高いビニールを使用すれば4月下旬からの収種が 品質は低下する。したがって2月上旬以後の収穫

可能であり，従来の5月中～下旬収穫をさらに早 ではトンネルにコモ被覆が必要であるとともに日

めることを実証した。この洋ニンジンのトンネル 中は換気による高温防止の必要なことを明らかに

栽培はさらに大型のトンネルとなり，収種期も早 した。この外マルチの効果，施肥法，育苗法，春

まり昭和57年藍住町を中心約800haにまで発展し まき栽培の品種と播種期などについて検討し，現

徳島県の代表野菜としてさらに産地の拡大が見込 地に普及した。

第2表 トンネルの被淑溌材と洋ニンジンの生育
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は第2例がよかった。しかし第1例はpHが高く

なI)やすいためpHの調整には注意が必要である。

また培養液の濃度はキュウリでは全期間を通じて

標準液がよく，ナス， トマトでは初期半量，中期

以後高濃度がよかった。またピーマンでは全期を

通じ半量区がよかった。

昭和40年度は低温期における生育促進法とし

て培養液やれきの加温効果をキュウリを使用して検

討した。 1月中旬の最も厳寒期の定植ではれき＋

培養液加温で40％，培養液のみ加温で25％，れき

のみ加温では20％程度の増収となった。しかし2

月の定植での効果は低かった。ただ培養液の加温

は小型の施設では可能であるが，現地での大型施

設では経済性の点で問題が残った。現地における

れき耕栽培は病害の防除やれきの消毒，培養液の

管理の煩雑さや経済性の点で中止になった。

8 ．ハナヤサイ

ハナヤサイも昭和34年に作型別の適品種の選定

試験を行ったが，当時はまだ現地での栽培は行

われていなかった。 しかし昭和40年には18haの栽

培が行われており市場からの要望も高まってきた。

このため昭和34年以降新しく育成された品種生態

を調査し，作型別に優良品種を選定した。極早生

系としてはスノーキング，早生系では野崎早生，

増田早生，中生系では房州中生，野崎中早生，晩

生系では房州晩生，冬まき系ではスノーボールA,

スノーボールX, スノーボールYなどがよく，播

種期としては極早生種は7月上旬，早生，中生，

晩生系は7月中～8月中旬，冬まきは1月上旬播

種が品質，収量ともによいなどの結果を得て栽培

基準作成の基礎資料とした。その後ハナヤサイ

は順調に伸び，昭和56年度の栽培面種は170haと

なり，徳島市川内町は大阪市場出荷の代表的産地

に発展している。

11 ．採 種

昭和30年代半ば頃からは野菜の品種改良が進み

多くの品種が育成されるようになったが，試験地

が設立された当時は品種も少なく，採種量も少な

く種子の供給は不安定であった。このため一代雑

種で価格が高く，供給の不安定であった果菜類に

ついての要望が高まI) ,昭和30年より3年間スイ

カ， キュウリの採種を行い，農協を通じ生産者に

配布した。キュウリは藍交相模半白，スイカは藍

交富研として好評であった。その後， キュウリ，

スイカとも品種が代り種子の供給量も豊富になっ

たので採種を中止した。

9．ナタマメ

徳島県の潰物原料用特産野菜としてシロウリ，

キュウリについでナタマメがある。 しかしナタマ

メの種子は加工業者や一部の栽培腱家で採種が行

われ，種苗業界を通じての流通は行われておらず，

したがって生態的な特性も明らかにされていなか

った。このため，昭和31年より33年まで県内で栽

培されている系統を集めその特性を調査した。県

内には大別して白花系，赤花系，倭性系の3系統

があり草丈は白花系，赤花系が5m程度，嬢性系

はlm程度で仔葉の大きさは白花,赤花,倭性の順

に小さくなる。 l株500～800個のつぼみが着き，

その40～60％が開花し,その10%程度が若果する。

主蔓ばかりでなく，子蔓にも着莱するなどの特性

を調査し栽培改善の資料とした。

12．その他

（1）新資材の利・活用

試験地の設立後は急激に各種農業資材が開発さ

れ，実用性の検討が行われた。昭和29年にタマネ

ギの萠芽抑制剤としてMH-30が登場し処理期,濃

度などの処理法について検討したが，実用性が認

められ普及に移した。昭和30年にはタマネギの除

草剤としてクロロIPCが発売されその実用性を

試験し，普及に移したが， タマネギばかりでなく

ホウレンソウなどに利用された。昭和35年には合

成土壌改良剤（ソイラック）の試験を実施してい

10．れき耕

れき耕については昭和39年以降実施した。第1

年度は農林省で示された培養液2方法について本

県でのれき質におけるキュウリ， トマトの適応性

を検討したが， トマトで第1例がよくキュウリで

－416－



第22章藍住分場における研究

る。今後の農業に堆肥は不用であるとのキャッチ

フレーズで登場したが，一部の床土などに利用さ

れただけですぐに姿を消した。その外昭和36年に

は液体肥料，昭和43年には緩効性肥料か新肥料と

して登場し，実用性試験を実施したが，完全に定

着し特に施設栽培の必需品となっている。

ホルモン剤としてはナス， トマトの着果ホルモン

ン剤としてすでに述べたトライロン， トマコンの

外， イチゴのジベレリンは昭和33年生育の促進効

果について試験され，効果が認められていない力､

現在では体1l民突入防止などに利用されている。ま

た2,4,5-TPはイチゴの奇形果|坊止に効果が認

められたが,毒性の問題で製造中止になっている。

（2） ビニールフイルムの利用

ビニールフイルムが始めて農業に利用されたの

は温床育苗における油紙障子の油紙に代ってであ

ったが，ほ場における栽培用に藍園試験地で利用

したのは昭和30年のナス， キュウリの早出し栽培

にトンネル型に被覆して利用したのが最初であっ

た。どの程度の割竹を使用すれば風に耐えるか，

またビニールの固定をどのようにすればよいかも

問題であった。割竹ではさんだり，両裾に土をか

けて，繩で固定したのはよかったが， トンネル内

の高温に慌ててビニールの裾を開けると急な換気

に作物が萎凋してしまった。このため再びトンネ

ルを被覆して， トンネルの上から部分的にコモを

被覆し， 日蔭を作ることによって萎凋を防いだこ

ともあった。そのうち換気の方法としてトンネル

の裾を1mおきにまくって竹をさして固定したり，

トンネルを5～10m<らいに区切り， 日中その両

端を開けておくなどの方法が定着化した。その後

2枚のビニールをトンネルの上で合せるように被

覆して繩で固定し， 日中はこの部分を開けて換気

するなどの方法が考案され， トンネル栽培が定着

化した。

その後, I､ンネルを大型化すれば保温力が増し

てさらに定植期が早まり， 2重トンネルにすれば

さらに早植えが可能になるなど，試験成績として

は残されていないが，いろいろ工夫されてトンネ

ルからハウスへと発展して行った。

（3） ナスに対する2,4-D利用のきっかけ

ナスの花と親の云うことに千に一つのあだがな

いと云われ，ナスの花は全部着果し，正常に発育

するのがあたりまえになっていたが， ビニールト

ンネル内では大部分落花したI),奇形果になって

しまった。この原因としては， 日中のトンネル内

の高温によって花粉が死滅し，受精しないことが

明らかとなI), トンネル内を日中高温としないよ

うに管理することが唯一の対策とされていた。

ところが藍住町の農家で，水田に使用した2，

4-Dの噴霧器でナスの薬剤散布を行ったところ，

葉がモザイク状になって萎縮し，直立状態になる

など，著しい薬害を起したが，花は全部着花し，

正常に発育し，肥大が非常に早かった。このため

2,4-Dを種々の濃度に溶いてナスの花に噴霧し，

適当な濃度を調べたが，溶く方法として2,4-D

アミン塩の原液の中に藁をさし込み， これについ

た原液を1升ピンに何滴入れるかによって濃度を

決めていた。

その後，試験地で対応するようになって，すで

に述べたように正確な濃度，効率的な処理期，方

法などについて検討し，一つの技術として普及に

移したが，一農家の観察が新しい技術の発端とな

ったわけである。
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